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座滋 :座屈耕一郎 (京都大 ･霊長類研究所)













座長 :室山泰之 (京都大 ･霊長類研究所)





座長 :半谷吾郎 (京都大 ･霊長類研究所)
風張喜子 (北海道大 ･環境科学)｢ニホンザルのパッチ
利用における他個体の影響｣
コメンテータ:中川尚史 (京都大 ･理 ･人類進化論)













































































































































































挨拶 大石高生 (京都大 ･霊長類研究所)■
セッション ｢遺伝子から見た脳の発達加齢｣




















































































































































































































座長 :川本芳 (京都大 ･韮長類研究所)





















































































































室山森之 (京都大 ･霊長研)r里のサルの保全と管理 :
韮礎から応用まで｣
中村3:･知夫 (京都大 ･理学研究科)｢不惑のマハレー古
いフィールドからの新たな発想｣
山越首 (京都大 ･アジアアフリカ地域研究研究科)｢聖
なるものを手なずけること:ギニア･ポッソクに
おけるチンパンジー研究の現状と将来｣
竹ノ下祐二 (日本モンキーセンター)｢アフリカ大型類
人猿の種間関係の野外研究｣
岩本俊孝 (宮崎大 ･教育文化学部)｢ヒヒ類の適応進化
に関する野外研究｣
香田啓貴 (京都大 ･霊長研)｢インドネシアにおける野
生テナガザル調査-のとりくみ-テナガザル音声
の多様性の解明に向けて｣
平井啓久 (京都大 ･霊長研)｢アジルテナガザルの亜種
分化と染色体｣
3月 18日
囲松豊 (京都大 ･霊長研)｢ナカリ:東アフリカ中新世
後期の化石産地における最近の野外調査｣
高井正成 (京都大 ･霊長研)｢マカクの進化:ユーラシ
アの西と東｣
柿崎智子 (群馬県立博物館),本郷一美 (京都大･霊長
研)｢日本.O遺跡から出土するニホンザル化石｣
川本芳 (京都大 ･霊長研)｢遺伝子から見たニホンザル
の地域分化｣
討論者 :山極寿-,中川尚史 (京都大学理学研究科),
鈴木滋 (龍谷大学)
最近になって共同利用研究課題の応募数が減少し
ている.その傾向は長年霊長研を支えてきた生態学研
究の分野において特に目立っている.そのような危機
感をもとに,野外研究の現状をとらえなおし,今後-
の展望を切り開いていこうという目的でもって,今回
のホミニゼ-ション研究会は企画された.
最初の一日は,主として生態や社会 ･行動に関す
る国内外の野外調査についての議論であった.まず幸
島をはじめとする長期継続研究の行方 (波速),屋久島
における野生群のモニタリング (杉浦),近年の野生ニ
ホンザルによる猿害問題-の取り組み (室山)などニ
ホンザル研究についての発表の後,すでに40年になろ
うとするマハレでのチンパンジー研究 (中村),同じく
ポッソクにおける研究の特殊性 (山越),ゴリラとチン
パンジーが同所的に生息するアフリカ熱帯雨林におけ
る研究 (竹ノ下)など,これまで日本の研究者が取り
組んできた多様な研究内容と,現在模索している研究
の方向性とが話し合われた.いずれのフィー ル ドもさ
まざまな政治的社会的問題をかかえており,また研究
を推進する側にも長期継続からくる閉塞感があって,
それから脱皮すべくもがいている様がよくわかる発表
が多かった.さらにアフリカ北部からサウジアラビア
にかけてのヒヒ類調査のまとめ (岩本),最近はじまっ
たアジアにおけるテナガザルの音声調査 (香田),テナ
ガザルにおける染色体変異と種分化の研究 (平井)な
どが紹介され,また翌日行われた各種迫伝的マーカ丁
によるニホンザル種内変異の研究 (川本)とあわせ,
新たなフイ｣ル ドワークの展開がこうした分野の中か
らも起こってきていることが明らかになった.
二日目は,主として古生物学的な野外調査につい
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ての話店が中心であり,最近アフリカで発振された中
新世後期の粁入校化石をめぐる話題 (園松),ユーラシ
ア大陸に広く分布していたと思われるマカク類の進化
史に関する概説 (市井),日本国内から発掘されたニホ
ンザル化石に関するまとめ (姉崎 ･本郷)が発表され
た.それぞれに放所の知見を基にしたものであり,こ
の分野の放近の新しい進展ぶりがうかがえるものであ
った.
野外研究の今後の展望を兄いだすという忠味では,
まだまだ不十分な点が多かったと思われるが,いずれ
にせよ参加者の中に問題意識を共有し,今後-の一つ
のステップを刻むことはできたものと考えている.
研究会終了後13:30から4階フロイデホールにおい
て,本年をもって定年を迎えられた霊長類研究所の茂
原 ･森 ･大揮三先生の最終講義が行われ,その後,和
やかに懇親会が行われた.三先生による最終講義のタ
イトルは以下のとおりである.
<最終講義>
大将秀行 (京都大･霊長研 ･社会生態部門)
｢アフリカの原野にサルをたずねて｣■
森明雄 (京都大･霊長研 ･社会生態部門)
｢幸島に生息するニホンザルの社会生態学的研究｣
茂原信生 (京都大.霊長類研 ･進化系統部門)
｢私の霊長類研究｣
(文安 :波速邦夫)
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